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(57)【要約】
【課題】異金種混入状態からの復旧を容易に行うことが
できる貨幣処理機の提供。
【解決手段】金種別の環流手段７０～７５の少なくとも
いずれか一つでの異金種貨幣の混入を検出すると、当該
異金種が混入している環流手段に対しては、貨幣を繰り
出す処理のうち、貨幣を繰り出し入金識別手段または入
金識別手段とは別の第２識別手段で識別して振分手段で
金種別に振り分けて金種別の環流手段７０～７５に収納
する再勘処理以外の処理を規制する縮退モードに設定す
る縮退手段と、縮退モード時に、再勘処理が実行される
と、該再勘処理にて検出手段で異金種貨幣の混入が検出
されなかった場合に縮退モードを解除する縮退解除手段
と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投入された貨幣を繰り出す投入手段と、
　該投入手段から繰り出された貨幣を識別する入金識別手段と、
　該入金識別手段で正常と識別された貨幣を金種別に振り分ける振分手段と、
　該振分手段で振り分けられた貨幣を繰り出し可能に収納する金種別の環流手段と、
　該金種別の環流手段の異金種貨幣の混入を検出する検出手段と、
　前記金種別の環流手段から繰り出された貨幣を払い出す払出手段と、
　前記金種別の環流手段から繰り出された貨幣を収納する収納手段と、
　貨幣の取引操作の入力がなされる操作手段と、
を有する貨幣処理機であって、
　前記検出手段が、前記金種別の環流手段の少なくともいずれか一つでの異金種貨幣の混
入を検出すると、当該異金種が混入している環流手段に対しては、貨幣を繰り出す処理の
うち、貨幣を繰り出し前記入金識別手段または該入金識別手段とは別の第２識別手段で識
別して前記振分手段で金種別に振り分けて前記金種別の環流手段に収納する再勘処理以外
の処理を規制する縮退モードに設定する縮退手段と、
　前記縮退モード時に、前記再勘処理が実行されると、該再勘処理にて前記検出手段で異
金種貨幣の混入が検出されなかった場合に前記縮退モードを解除する縮退解除手段と、
を備えていることを特徴とする貨幣処理機。
【請求項２】
　さらに、前記入金識別手段で正常と識別された貨幣を振り分ける第２の振分手段と、
　該第２の振分手段で振り分けられた貨幣を返却可能に一時貯留するとともに一時貯留し
た貨幣を前記収納手段に収納可能な一時貯留部とを有しており、
　前記縮退モード時に入金処理が実行されると、前記入金識別手段で正常と識別された貨
幣を金種に無関係に前記第２の振分手段で振り分けて、前記一時貯留部に一時貯留させる
制御手段を備えていることを特徴とする請求項１記載の貨幣処理機。
【請求項３】
　前記再勘処理は、前記異金種が混入している環流手段から貨幣を繰り出して前記払出手
段で払い出す払出処理と、該払出処理の直後に前記投入手段に投入された貨幣を該投入手
段から繰り出し前記入金識別手段で識別して前記振分手段で金種別に振り分け前記金種別
の環流手段に収納する収納処理とからなることを特徴とする請求項１または２記載の貨幣
処理機。
【請求項４】
　前記金種別の環流手段から繰り出された貨幣を繰り出し可能に貯留する貯留手段を有し
ており、
　前記再勘処理は、前記異金種が混入している環流手段から貨幣を繰り出して前記貯留手
段に貯留する貯留処理と、前記貯留手段に貯留された貨幣を繰り出し前記入金識別手段ま
たは前記第２識別手段で識別して前記振分手段で金種別に振り分け前記金種別の環流手段
に収納する収納処理とからなることを特徴とする請求項１または２記載の貨幣処理機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入出金可能な貨幣処理機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　貨幣処理機には、入金した貨幣を出金可能に収納する循環部において、金種別の収納部
に、異金種の貨幣が混入した収納部が発生した場合でも、異金種の硬貨が誤って繰り出さ
れてしまうことを防止しつつ、金銭授受機能を可能な限り確保して、保守作業員による保
守がされるまでの間、利用者により使用可能な状態を維持する貨幣処理機がある（例えば
、特許文献１参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４１１７１２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述した貨幣処理機では、異金種が混入した場合に、保守作業員が収納部を
点検して異金種貨幣を取り除く必要があり、異金種混入状態からの復旧に手間がかかると
いう問題があった。
【０００５】
　したがって、本発明は、異金種混入状態からの復旧を容易に行うことができる貨幣処理
機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に係る発明は、投入された貨幣を繰り出す投入手
段と、該投入手段から繰り出された貨幣を識別する入金識別手段と、該入金識別手段で正
常と識別された貨幣を金種別に振り分ける振分手段と、該振分手段で振り分けられた貨幣
を繰り出し可能に収納する金種別の環流手段と、該金種別の環流手段の異金種貨幣の混入
を検出する検出手段と、前記金種別の環流手段から繰り出された貨幣を払い出す払出手段
と、前記金種別の環流手段から繰り出された貨幣を収納する収納手段と、貨幣の取引操作
の入力がなされる操作手段と、を有する貨幣処理機であって、前記検出手段が、前記金種
別の環流手段の少なくともいずれか一つでの異金種貨幣の混入を検出すると、当該異金種
が混入している環流手段に対しては、貨幣を繰り出す処理のうち、貨幣を繰り出し前記入
金識別手段または該入金識別手段とは別の第２識別手段で識別して前記振分手段で金種別
に振り分けて前記金種別の環流手段に収納する再勘処理以外の処理を規制する縮退モード
に設定する縮退手段と、前記縮退モード時に、前記再勘処理が実行されると、該再勘処理
にて前記検出手段で異金種貨幣の混入が検出されなかった場合に前記縮退モードを解除す
る縮退解除手段と、を備えていることを特徴としている。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明において、さらに、前記入金識別手段で正
常と識別された貨幣を振り分ける第２の振分手段と、該第２の振分手段で振り分けられた
貨幣を返却可能に一時貯留するとともに一時貯留した貨幣を前記収納手段に収納可能な一
時貯留部とを有しており、前記縮退モード時に入金処理が実行されると、前記入金識別手
段で正常と識別された貨幣を金種に無関係に前記第２の振分手段で振り分けて、前記一時
貯留部に一時貯留させる制御手段を備えていることを特徴としている。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、請求項１または２に係る発明において、前記再勘処理は、前記
異金種が混入している環流手段から貨幣を繰り出して前記払出手段で払い出す払出処理と
、該払出処理の直後に前記投入手段に投入された貨幣を該投入手段から繰り出し前記入金
識別手段で識別して前記振分手段で金種別に振り分け前記金種別の環流手段に収納する収
納処理とからなることを特徴としている。
【０００９】
　請求項４に係る発明は、請求項１または２に係る発明において、前記金種別の環流手段
から繰り出された貨幣を繰り出し可能に貯留する貯留手段を有しており、前記再勘処理は
、前記異金種が混入している環流手段から貨幣を繰り出して前記貯留手段に貯留する貯留
処理と、前記貯留手段に貯留された貨幣を繰り出し前記入金識別手段または前記第２識別
手段で識別して前記振分手段で金種別に振り分け前記金種別の環流手段に収納する収納処
理とからなることを特徴としている。
【発明の効果】
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【００１０】
　請求項１に係る発明によれば、検出手段が、金種別の環流手段の少なくともいずれか一
つでの異金種貨幣の混入を検出すると、縮退手段が、当該異金種が混入している環流手段
に対しては、貨幣を繰り出す処理のうち、貨幣を繰り出し入金識別手段または第２識別手
段で識別して振分手段で金種別に振り分けて金種別の環流手段に収納する再勘処理以外の
処理を規制する縮退モードに設定することになるため、当該異金種が混入している環流手
段から再勘処理以外の処理で異金種の貨幣が誤って繰り出されてしまうことを防止できる
。また、縮退モード時に、再勘処理が実行されると、異金種が混入している環流手段から
貨幣を繰り出し入金識別手段または第２識別手段で識別して振分手段で金種別に振り分け
て金種別の環流手段に収納することになるが、その際に、検出手段で異金種貨幣の混入が
検出されなかった場合に、縮退解除手段が縮退モードを解除して、金種別のすべての環流
手段から再勘処理以外の処理での貨幣の繰り出しを許容する。これにより、異金種の混入
が発生しても保守作業員が環流手段を点検して異金種貨幣を取り除く必要がなくなり、異
金種混入状態からの復旧を容易に行うことができることになる。
【００１１】
　請求項２に係る発明によれば、制御手段が、縮退モード時に入金処理が実行されると、
入金識別手段で正常と識別された貨幣を金種に無関係に第２の振分手段で振り分けて、環
流手段へは搬送せずに、一時貯留部に一時貯留させるため、入金確定処理では一時貯留部
から収納手段へ貨幣を収納し、入金取消処理では一時貯留部から機外へ貨幣を返却するこ
とで、縮退モードでの取引規制をうけることなく入金取消処理を行うことが可能となる。
【００１２】
　請求項３に係る発明によれば、縮退モード時に、再勘処理が実行されると、異金種が混
入している環流手段から貨幣を繰り出し払出手段で払い出す払出処理を行い、この払出処
理の直後に、投入手段に投入された貨幣を投入手段から繰り出し入金識別手段で識別して
振分手段で金種別に振り分け金種別の環流手段に収納する収納処理を行うことになる。こ
のため、再勘処理のための特別な構成を必要とせずに、再勘処理を行うことができる。
【００１３】
　請求項４に係る発明によれば、縮退モード時に、再勘処理が実行されると、異金種が混
入している環流手段から貨幣を繰り出して貯留手段に貯留する貯留処理を行い、貯留手段
に貯留された貨幣を繰り出し入金識別手段または第２識別手段で識別して振分手段で金種
別に振り分け金種別の環流手段に収納する収納処理を行うことになる。このため、人手に
因らずに再勘処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る一実施形態の貨幣処理機の硬貨入出金装置部を概略的に示す側断面
図である。
【図２】本発明に係る一実施形態の貨幣処理機の硬貨入出金装置部を概略的に示す上部の
平断面図である。
【図３】本発明に係る一実施形態の貨幣処理機の硬貨入出金装置部を概略的に示す下部の
平断面図である。
【図４】本発明に係る一実施形態の貨幣処理機の硬貨入出金装置部側の制御系ブロック図
である。
【図５】本発明に係る一実施形態の貨幣処理機の紙幣入出金装置部を概略的に示す側断面
図である。
【図６】本発明に係る一実施形態の貨幣処理機の紙幣入出金装置部側の制御系ブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係る一実施形態の貨幣処理機を図面を参照して以下に説明する。
　本実施形態の貨幣処理機１０は、貨幣のうちの硬貨を処理する図１～図４に示す硬貨入
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出金装置部１１と、貨幣のうちの紙幣を処理する図５，図６に示す紙幣入出金装置部１２
とが一体に並設されたものである。なお、以下の説明において、前は貨幣処理機１０の操
作者側、後は貨幣処理機１０の操作者に対し反対側である。貨幣処理機１０は、ＰＯＳレ
ジに接続されて売上金の入金と釣銭の支払いとを行う釣銭機として使用される。
【００１６】
　まず、硬貨入出金装置部１１について図１～図４を参照して説明する。
【００１７】
　硬貨入出金装置部１１には、前側つまり操作者側（図１の左側）の上部に、複数金種が
混在する状態で硬貨が機外から一括投入され、このように投入された硬貨を貯留しつつ一
枚ずつ分離して繰り出す硬貨入金口（投入手段）１５が設けられており、硬貨入金口１５
の下側に、機内からリジェクトされたリジェクト硬貨を機外に取出可能に貯留する硬貨リ
ジェクト口１６が設けられ、その下側に、機内から出金された硬貨を機外に取出可能に貯
留する硬貨出金口（払出手段）１７が設けられている。さらに、硬貨入出金装置部１１に
は、硬貨出金口１７の下側に、硬貨を一時貯留する一時貯留部１８が設けられ、この一時
貯留部１８の下側に、返却時に一時貯留部１８から硬貨を受け取って貯留する返却箱１９
と、一時貯留部１８から硬貨を受け取って収納する硬貨収納庫（収納手段）２０とが設け
られている。これら返却箱１９および硬貨収納庫２０は、機体に対して着脱可能となって
いる。よって、一時貯留部１８は、硬貨を返却箱１９を介して返却可能となるように一時
貯留するとともに、一時貯留した硬貨を硬貨収納庫２０に収納可能となっている。
【００１８】
　硬貨入出金装置部１１は、図２に示すように、硬貨入金口１５に投入された硬貨を左右
方向一側に搬送する第１搬送部２５と、この第１搬送部２５の下流側に接続され、この第
１搬送部２５から硬貨を受け取り水平方向において鋭角に折り返しつつ後方に搬送する第
２搬送部２６とを有する入金硬貨搬送部２７を備えている。
【００１９】
　硬貨入金口１５は、硬貨が外から投入されるとともに投入された硬貨を下方に案内する
筒状のホッパ部３０と、硬貨入金口１５の底部を形成するようにホッパ部３０の下方に設
けられこの位置から側方に延出してこの延出方向に硬貨を搬送する無端のベルトコンベア
３１と、ベルトコンベア３１の上側に配置され、ベルトコンベア３１の搬送方向とは逆方
向に対向部分を移動させる図示せぬ分離ローラと、ベルトコンベア３１および分離ローラ
を正逆駆動する共通の駆動源である図４に示す入金硬貨繰出駆動部３２とを有している。
そして、硬貨入金口１５は、ホッパ部３０に投入された硬貨を、入金硬貨繰出駆動部３２
の駆動力で回転するベルトコンベア３１によりその延在方向に送り途中位置に設けられた
図示せぬ分離ローラで一枚ずつに分離してさらに下流側に繰り出す。
【００２０】
　硬貨入金口１５のベルトコンベア３１は、硬貨入金口１５を構成する一方で、この硬貨
入金口１５に投入された硬貨を搬送する上記した第１搬送部２５をも構成している。ベル
トコンベア３１で構成される第１搬送部２５の終点部には、ベルトコンベア３１から硬貨
を受け取って機体後方に搬送する第２搬送部２６の搬送路３３の始点部が接続されている
。
【００２１】
　第２搬送部２６は、第１搬送部２５のベルトコンベア３１から搬送路３３上に移送され
た硬貨を搬送路３３に上側から押し付けながら両側の壁部３５，３６で案内しつつ搬送路
３３に沿って搬送する複数の移送ベルト３７，３８と、これら移送ベルト３７，３８を駆
動する図４に示す入金硬貨搬送駆動部３９とを有している。
【００２２】
　移送ベルト３７，３８は、直線状に延在する搬送路３３に対し若干傾斜する直線状に設
けられており、硬貨を幅寄せするように片側の壁部３５に押し付けながら搬送するように
なっている。
【００２３】
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　搬送路３３には、その上流側に、硬貨入金口１５から繰り出されて第１搬送部２５およ
び第２搬送部２６で搬送される硬貨の磁気的性質や画像あるいは外径等を検出することで
その金種の識別および金種別の計数等を行う硬貨識別部（入金識別手段）４４が設けられ
、この硬貨識別部４４の下流側には硬貨識別部４４の識別結果に基づいて偽硬貨等の受け
入れ不可なリジェクト硬貨を搬送路３３から排除可能な開閉リジェクト部４５が設けられ
ている。この開閉リジェクト部４５は、搬送路３３に形成されたリジェクト孔４６および
これを開閉させるシャッタ４７を有している。
【００２４】
　また、搬送路３３には、この開閉リジェクト部４５の下流側に、硬貨識別部４４で正常
と識別された受け入れ可能な受入硬貨を搬送路３３から落下可能な開閉選別部（第２の振
分手段）５０が設けられている。この開閉選別部５０は、搬送路３３に形成された全金種
の硬貨を落下可能な選別孔５１およびこれを開閉させるシャッタ５２を有しており、出金
用として収納しきれないオーバーフロー硬貨を図１に示す一時貯留部１８に直接案内する
。
【００２５】
　さらに、搬送路３３には、この開閉選別部５０の下流側に選別孔（振分手段）５３～５
８が形成されている。これら選別孔５３～５８は硬貨を外径で選別する。つまり、基準面
となる左側の壁部３５で案内されて移動する硬貨を外径の小さい順に選別するように、硬
貨の搬送方向に沿って上流側から下流側に、１円硬貨用の最も小さい選別孔５３、選別孔
５３よりも大きい、５０円硬貨用の選別孔５４、選別孔５４よりも大きい、５円硬貨用の
選別孔５５、選別孔５５よりも大きい、１００円硬貨用の選別孔５６、選別孔５６よりも
大きい、１０円硬貨用の選別孔５７、選別孔５７よりも大きい、５００円硬貨用の選別孔
５８が、この順番に形成されている。つまり、選別孔５３～５８は、硬貨識別部４４で正
常と識別された硬貨を金種別に振り分ける。
【００２６】
　開閉リジェクト部４５の上流側の直前位置には通過する硬貨を検出する硬貨検出センサ
４５Ａが設けられており、開閉選別部５０の上流側の直前位置には同様の硬貨検出センサ
５０Ａが、選別孔５３の上流側の直前位置には同様の硬貨検出センサ（検出手段）５３Ａ
が、選別孔５４の上流側の直前位置には同様の硬貨検出センサ（検出手段）５４Ａが、選
別孔５５の上流側の直前位置には同様の硬貨検出センサ（検出手段）５５Ａが、選別孔５
６の上流側の直前位置には同様の硬貨検出センサ（検出手段）５６Ａが、選別孔５７の上
流側の直前位置には同様の硬貨検出センサ（検出手段）５７Ａが、選別孔５８の上流側の
直前位置には同様の硬貨検出センサ（検出手段）５８Ａが、それぞれ設けられている。硬
貨検出センサ４５Ａ，５０Ａは硬貨の検出数の差から開閉リジェクト部４５で落下した硬
貨の数を計数することになり、硬貨検出センサ５０Ａ，５３Ａは開閉選別部５０で落下し
た硬貨の数を、硬貨検出センサ５３Ａ，５４Ａは選別孔５３で落下した硬貨の数を、硬貨
検出センサ５４Ａ，５５Ａは選別孔５４で落下した硬貨の数を、硬貨検出センサ５５Ａ，
５６Ａは選別孔５５で落下した硬貨の数を、硬貨検出センサ５６Ａ，５７Ａは選別孔５６
で落下した硬貨の数を、硬貨検出センサ５７Ａ，５８Ａは選別孔５７で落下した硬貨の数
を、硬貨検出センサ５８Ａは選別孔５８で落下した硬貨の数を、それぞれ計数することに
なる。
【００２７】
　開閉選別部５０の直下には図１に示すシュート５９が、選別孔５３の直下にはシュート
６０が、選別孔５４の直下にはシュート６１が、選別孔５５の直下にはシュート６２が、
選別孔５６の直下にはシュート６３が、選別孔５７の直下にはシュート６４が、選別孔５
８の直下にはシュート６５が、それぞれ設けられている。シュート５９の下側に一時貯留
部１８が設けられており、シュート６０～６５の下側には、図３に示すようにそれぞれが
前後方向に沿う状態で左右方向に並べられた複数具体的には６カ所の硬貨出金収納部（環
流手段）７０～７５が設けられている。硬貨出金収納部７０～７５は、金種別のもので、
選別孔５３～５８で振り分けられた硬貨を繰り出し可能に収納する。
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【００２８】
　具体的に、最も前側の選別孔５３から落下された１円硬貨はシュート６０を介して左右
方向一端の１円硬貨専用の硬貨出金収納部７０に貯留される。前から二番目の５０円硬貨
用の選別孔５４で落下された５０円硬貨はシュート６１を介して硬貨出金収納部７０と隣
り合う５０円硬貨専用の硬貨出金収納部７１に貯留され、前から三番目の５円硬貨用の選
別孔５５で落下された５円硬貨はシュート６２を介して硬貨出金収納部７１と隣り合う５
円硬貨専用の硬貨出金収納部７２に貯留され、前から四番目の１００円硬貨用の選別孔５
６で落下された１００円硬貨はシュート６３を介して硬貨出金収納部７２と隣り合う１０
０円硬貨専用の硬貨出金収納部７３に貯留され、前から五番目の１０円硬貨用の選別孔５
７で落下された１０円硬貨はシュート６４を介して硬貨出金収納部７３と隣り合う１０円
硬貨専用の硬貨出金収納部７４に貯留され、最も後側の５００円硬貨用の選別孔５８で落
下された５００円硬貨はシュート６５を介して硬貨出金収納部７４と隣り合う左右方向他
端の５００円硬貨専用の硬貨出金収納部７５に貯留される。なお、開閉リジェクト部４５
で落下された硬貨は図１に示すリジェクトシュート７６で前側の硬貨リジェクト口１６に
案内される。
【００２９】
　各硬貨出金収納部７０～７５は、それぞれの底部を形成するように前後方向に延在する
状態で左右方向に並設されて回転時に硬貨出金口１７側に硬貨を搬送する無端のベルトコ
ンベア７７と、ベルトコンベア７７の搬送方向とは逆方向に対向部分を移動させるように
回転する分離ローラ７８と、ベルトコンベア７７および分離ローラ７８を正逆駆動する共
通の駆動源である図４に示す出金硬貨搬送駆動部７９とを有している。
【００３０】
　ここで、図１に示すように、ベルトコンベア７７は、下流側が上側に位置するように傾
斜しており、その上部側所定位置に上記した分離ローラ７８が配置されている。
【００３１】
　そして、硬貨出金収納部７０～７５は、出金硬貨搬送駆動部７９の駆動力によりすべて
のベルトコンベア７７を一度に回転させることで硬貨を硬貨出金口１７側に搬送すること
になり、このとき、それぞれの分離ローラ７８が、硬貨出金口１７側に繰り出される硬貨
を一枚ずつに分離する。
【００３２】
　図３に示すように、硬貨出金収納部７０は、分離ローラ７８よりも下流側でベルトコン
ベア７７に向けて上から図示せぬピンを進退させることで硬貨の繰り出しを規制および許
容するソレノイド８０と、ソレノイド８０の駆動でベルトコンベア７７から硬貨出金口１
７に向けて繰り出される硬貨を計数する出金計数センサ７０Ａとを有している。同様に、
硬貨出金収納部７１はソレノイド８１および出金計数センサ７１Ａを、硬貨出金収納部７
２はソレノイド８２および出金計数センサ７２Ａを、硬貨出金収納部７３はソレノイド８
３および出金計数センサ７３Ａを、硬貨出金収納部７４はソレノイド８４および出金計数
センサ７４Ａを、硬貨出金収納部７５はソレノイド８５および出金計数センサ７５Ａを、
それぞれ有している。
【００３３】
　硬貨出金収納部７０～７５と硬貨出金口１７との間には、図１に示すように、硬貨出金
収納部７０～７５から繰り出された硬貨を案内するシュート部９０が設けられており、こ
のシュート部９０には、シュート部９０の下部を開閉する振分部材９１を、ソレノイド等
の電気的駆動で揺動させることで、閉じて硬貨を硬貨出金口１７に案内する状態と、開い
て硬貨を下方に落下させる状態とに切り換える振分部９２が設けられている。振分部材９
１を開状態とすることで、シュート部９０の硬貨をシュート９４で案内して一時貯留部１
８に落下させる。よって、硬貨出金口１７は、金種別の硬貨出金収納部７０～７５から繰
り出された硬貨を機外に払い出すことになり、一時貯留部１８は、金種別の硬貨出金収納
部７０～７５から繰り出された硬貨を一時貯留することになる。そして、硬貨収納庫２０
は、一時貯留部１８で一時貯留されることになった、金種別の硬貨出金収納部７０～７５
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から繰り出された硬貨を収納する。
【００３４】
　一時貯留部１８は、上下に開口する筒状の囲壁部９５と、囲壁部９５の下部開口を閉塞
可能な底板９６とを有している。囲壁部９５は、図４に示す壁スライド部９７の駆動で前
後方向にスライドし、底板９６は底板スライド部９８の駆動で前後方向にスライドするこ
とになる。
【００３５】
　図１に示すように、一時貯留部１８の下側には、上記した返却箱１９と、上下に開口す
る筒状のシュート９９とが前後に並設されており、シュート９９の下側に、硬貨収納庫２
０が配置されている。
【００３６】
　一時貯留部１８は、囲壁部９５および底板９６が可動範囲の中央位置にある待機状態で
は、シュート９４で案内されて落下する硬貨を受け取って貯留することになり、この待機
状態から、囲壁部９５が返却箱１９の方向にスライドし、底板９６が返却箱１９とは反対
方向にスライドすることで、硬貨を返却箱１９に放出する一方、待機状態から、囲壁部９
５がシュート９９の方向にスライドし、底板９６がシュート９９とは反対方向にスライド
することで、硬貨をシュート９９に放出しシュート９９を介して硬貨収納庫２０に収納す
る。
【００３７】
　硬貨収納庫２０は、硬貨入出金装置部１１内で入金のみが可能な金種混合の収納庫であ
り、硬貨入出金装置部１１に取り付けられた状態でシュート９９を介して上部の開口部１
００から硬貨を受け入れる。つまり、硬貨収納庫２０は、硬貨出金収納部７０～７５から
繰り出された硬貨を収納する。ここで、開口部１００には、これを開閉するシャッタ１０
１が設けられており、このシャッタ１０１は、硬貨収納庫２０が硬貨入出金装置部１１に
装填されると、この装填動作に連動して開口部１００を開き、硬貨収納庫２０が硬貨入出
金装置部１１から取り外されると、この取り外し動作に連動して開口部１００を閉じる。
また、取り出された硬貨収納庫２０は、図示せぬキーのキー操作によって、図示せぬ扉を
開くことにより中に収納された硬貨が取り出し可能となる。硬貨入出金装置部１１の硬貨
収納庫２０の下方には、棒金を収納する棒金保管庫１０２が設けられている。
【００３８】
　貨幣処理機１０は、図４に示すように、ＰＯＳレジ１の制御部（検出手段，縮退手段，
縮退解除手段）１０５で制御されるもので、ＰＯＳレジ１には、制御プログラム等が記憶
されたＲＯＭ１０６と、硬貨識別部４４の識別に基づく金種別の硬貨枚数等を記憶するＲ
ＡＭ１０７と、貨幣の取引操作等、操作者による操作入力が行われる操作部（操作手段）
１０８と、操作者への表示を行う案内表示部１０９とが設けられ、これらが制御部１０５
に接続されている。案内表示部１０９は、視覚的に表示を行う表示装置や表示灯と聴覚的
に表示を行うスピーカ等とで構成されている。
【００３９】
　また、制御部１０５には、硬貨入出金装置部１１の入金硬貨繰出駆動部３２、入金硬貨
搬送駆動部３９、硬貨識別部４４、開閉リジェクト部４５、開閉選別部５０、硬貨検出セ
ンサ４５Ａ，５０Ａ，５３Ａ～５８Ａ、出金硬貨搬送駆動部７９、ソレノイド８０～８５
、出金計数センサ７０Ａ～７５Ａ、振分部９２、壁スライド部９７および底板スライド部
９８が通信可能に接続されている。
【００４０】
　次に、硬貨入出金装置部１１の各処理について説明する。
【００４１】
「硬貨入金処理」
　硬貨入金口１５に硬貨が投入された状態で操作部１０８に入金操作が入力されると、制
御部１０５は、硬貨入金処理の硬貨入金案内処理を開始する。つまり、硬貨入金口１５の
硬貨をベルトコンベア３１および図示せぬ分離ローラで一枚ずつ分離して入金硬貨搬送部
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２７に繰り出し、入金硬貨搬送部２７で搬送しつつ硬貨識別部４４で識別する。そして、
硬貨識別部４４の識別結果に基づき、識別異常とされたリジェクト硬貨を、開閉リジェク
ト部４５によりリジェクト孔４６から落下させ硬貨リジェクト口１６に繰り出させること
で、機外にリジェクトする。
【００４２】
　他方、硬貨識別部４４の識別結果に基づき、正常な硬貨と識別された受入硬貨を、閉状
態の開閉リジェクト部４５によってそのまま入金硬貨搬送部２７の下流側に移動させる。
その結果、受入硬貨を、選別孔５３～５８の対応するもので選別して硬貨出金収納部７０
～７５の対応するものに貯留する。つまり、１円硬貨であれば選別孔５３で硬貨出金収納
部７０に貯留し、５０円硬貨であれば選別孔５４で硬貨出金収納部７１に貯留し、５円硬
貨であれば選別孔５５で硬貨出金収納部７２に貯留し、１００円硬貨であれば選別孔５６
で硬貨出金収納部７３に貯留し、１０円硬貨であれば選別孔５７で硬貨出金収納部７４に
貯留し、５００円硬貨であれば選別孔５８で硬貨出金収納部７５に貯留する。なお、硬貨
出金収納部７０～７５の対応するものに貯留し切れないオーバーフロー硬貨は、開閉選別
部５０を開いて一時貯留部１８に貯留させる。そして、制御部１０５は、硬貨識別部４４
の識別結果つまり金種毎の計数値をＲＡＭ１０７に一時的に記憶させる。なお、制御部１
０５は、開閉リジェクト部４５を開作動する場合、そのタイミングを硬貨検出センサ４５
Ａによる硬貨の検出タイミングに基づいて制御することになり、開閉選別部５０を開作動
する場合、そのタイミングを硬貨検出センサ５０Ａによる硬貨の検出タイミングに基づい
て制御することになる。
【００４３】
　そして、制御部１０５は、硬貨入金案内処理中に、入金硬貨繰出駆動部３２および入金
硬貨搬送駆動部３９が駆動状態にあっても硬貨識別部４４によって硬貨が検出されない状
態が所定時間以上になると、硬貨入金口１５に投入されたすべての硬貨を排出して硬貨出
金収納部７０～７５、一時貯留部１８および硬貨リジェクト口１６のいずれかに案内する
硬貨入金案内処理が終了したと判定する。
【００４４】
　硬貨入金案内処理が終了したと判定すると、制御部１０５は、案内表示部１０９に上記
した硬貨入金案内処理における硬貨識別部４４の計数結果を表示させるとともに、硬貨入
金案内処理と並行して行われる後述する紙幣入金案内処理の結果を表示させ、その後の処
理を促す表示を行う。すなわち、入金取消処理をするか、入金確定処理をするかを問う。
【００４５】
　上記した入金取消処理をするか、入金確定処理をするかの問いに対して、操作者が入金
確定処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は、硬貨入出金装置部１
１においては硬貨収納案内処理を行う。つまり、一時貯留部１８に硬貨がある場合、一時
貯留部１８の壁スライド部９７により囲壁部９５をシュート９９側にスライドさせ、底板
スライド部９８により底板９６をシュート９９とは反対方向にスライドさせることで、硬
貨をシュート９９を介して硬貨収納庫２０に収納するとともに、ＲＡＭ１０７に一時的に
記憶させていた今回の入金処理の硬貨の計数値を確定して記憶し、硬貨入出金装置部１１
における硬貨入金処理を終了する。
【００４６】
　他方、操作者が、入金取消処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５
は、硬貨入出金装置部１１においては硬貨返却案内処理を行う。つまり、入金された金額
と同金額の入金された硬貨とは別の硬貨を硬貨出金収納部７０～７５から出金計数センサ
７０Ａ～７５Ａで計数しつつ出金硬貨搬送駆動部７９およびソレノイド８０～８５によっ
てシュート部９０に繰り出させ、振分部９２で硬貨出金口１７に繰り出させるとともに、
一時貯留部１８に硬貨がある場合、一時貯留部１８の壁スライド部９７により囲壁部９５
を返却箱１９側にスライドさせ、底板スライド部９８により底板９６を返却箱１９とは反
対方向にスライドさせることで、硬貨を返却箱１９に返却する。そして、返却に必要な枚
数の硬貨が硬貨出金口１７に繰り出され貯留されたことが出金計数センサ８２の計数によ
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り検出され、一時貯留部１８に硬貨がある場合、その硬貨が返却箱１９に返却されるのに
十分な時間が経過すると、制御部１０５は、硬貨返却案内処理が終了したと判定し、ＲＡ
Ｍ１０７に一時的に記憶させていた今回の入金処理の硬貨の計数値を消去して、硬貨入金
処理を終了する。これに対し、操作者は、硬貨出金口１７および返却箱１９に返却された
硬貨を取り出すことになる。
【００４７】
　ここで、上記した硬貨入金案内処理において、制御部１０５は、入金硬貨搬送部２７の
搬送速度と、硬貨識別部４４の識別結果と、各硬貨検出センサ５３Ａ～５８Ａによる硬貨
の検出結果とから、選別孔５３～５８のそれぞれの硬貨の選別が正常に行われているか否
かを監視している。つまり、上流側から順に並んでいる各硬貨の金種が硬貨識別部４４の
識別結果から分かることになり、よって、この順番に対応して決まる、硬貨検出センサ５
３Ａ～５８Ａによる硬貨の検出の正常時のパターンと、実際のパターンとが一致していれ
ば、硬貨の選別が正常に行われていると判定する一方、一致していなければ、硬貨の選別
が正常に行われなかったと判定する。制御部１０５は、硬貨の選別に異常が生じたと判定
した場合、硬貨出金収納部７０～７５のいずれに異金種の硬貨が混入したかを、正常時の
パターンと実際のパターンとの比較から検出する。
【００４８】
　例えば、硬貨識別部４４の識別結果から、１０円硬貨、１０円硬貨、１円硬貨、１０円
硬貨の順に搬送されている場合に、１円硬貨の１円硬貨用の選別孔５３への落下選別が正
常に行われれば、これら４枚の硬貨に対して、硬貨検出センサ５３Ａが入金硬貨搬送部２
７の搬送速度から割り出される各タイミングで４枚の硬貨を検出し、次の硬貨検出センサ
５４Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から割り出される各タイミングで３枚の硬貨を検
出し、さらに次の硬貨検出センサ５５Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から割り出され
る各タイミングで３枚の硬貨を検出し、さらに次の硬貨検出センサ５６Ａが入金硬貨搬送
部２７の搬送速度から割り出される各タイミングで３枚の硬貨を検出し、さらに次の硬貨
検出センサ５７Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から割り出される各タイミングで３枚
の硬貨を検出し、さらに次の硬貨検出センサ５８Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から
割り出される各タイミングでは硬貨を検出しないことになる。
【００４９】
　これに対して、何らかの理由で１円硬貨が１円硬貨用の選別孔５３に落下せず、オーバ
ーランして次の５０円硬貨用の選別孔５４に落下してしまった場合には、これら４枚の硬
貨に対して、硬貨検出センサ５３Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から割り出される各
タイミングで４枚の硬貨を検出し、次の硬貨検出センサ５４Ａが入金硬貨搬送部２７の搬
送速度から割り出される各タイミングで４枚の硬貨を検出し、さらに次の硬貨検出センサ
５５Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から割り出される各タイミングで３枚の硬貨を検
出し、さらに次の硬貨検出センサ５６Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から割り出され
る各タイミングで３枚の硬貨を検出し、さらに次の硬貨検出センサ５７Ａが入金硬貨搬送
部２７の搬送速度から割り出される各タイミングで３枚の硬貨を検出し、さらに次の硬貨
検出センサ５８Ａが入金硬貨搬送部２７の搬送速度から割り出される各タイミングでは硬
貨を検出しないことになる。これにより、制御部１０５は、異金種である１円硬貨が、５
０円硬貨用の選別孔５４に落下し５０円硬貨用の硬貨出金収納部７１に混入してしまった
ことを検出する。
【００５０】
　なお、誤選別の形態によっては、金種別の硬貨出金収納部７０～７５のうちの一つのも
のに、異金種硬貨の混入が特定できない場合もあり、その場合に、制御部１０５は、異金
種硬貨の混入の可能性が高い複数のものについて、異金種硬貨の混入を検出したと判定す
る。
【００５１】
　上記のようにして、制御部１０５は、硬貨入金案内処理において、入金硬貨搬送部２７
の搬送速度と、硬貨識別部４４の識別結果と、各硬貨検出センサ５３Ａ～５８Ａによる硬
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貨の検出結果とから、金種別の硬貨出金収納部７０～７５のそれぞれについて異金種硬貨
の混入を検出することになり、金種別の硬貨出金収納部７０～７５のうち、異金種硬貨の
混入が検出された硬貨出金収納部をＲＡＭ１０７に記憶して、当該異金種が混入している
硬貨出金収納部からは、硬貨を繰り出す処理のうち、後述する硬貨再勘処理以外の処理を
規制する硬貨縮退モードに、硬貨入出金装置部１１を設定するとともに、案内表示部１０
９に、後述する硬貨再勘処理の実行を促す表示を表示させる。
【００５２】
　なお、硬貨入出金装置部１１が硬貨縮退モードに設定されている状況で、操作部１０８
で入金操作が入力され、硬貨入金処理を行う場合、制御部１０５は、まず、硬貨入金案内
処理において、硬貨入金口１５から入金硬貨搬送部２７で搬送し硬貨識別部４４で識別し
た硬貨のうち、正常な硬貨と識別された受入硬貨を、金種に無関係に、開閉選別部５０で
一時貯留部１８に向けて振り分ける。つまり、正常な硬貨と識別された受入硬貨をすべて
、金種に無関係に、開閉選別部５０のシャッタ５２を開いて選別孔５１から落下させ、一
時貯留部１８に案内して一時貯留させる。
【００５３】
　そして、制御部１０５は、硬貨入金案内処理中に、入金硬貨繰出駆動部３２および入金
硬貨搬送駆動部３９が駆動状態にあっても硬貨識別部４４によって硬貨が検出されない状
態が所定時間以上になると、硬貨入金口１５に投入されたすべての硬貨を排出して、一時
貯留部１８および硬貨リジェクト口１６のいずれかに案内する硬貨入金案内処理が終了し
たと判定する。
【００５４】
　その後、操作者が入金確定処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５
は、硬貨入出金装置部１１においては硬貨収納案内処理を行う。つまり、一時貯留部１８
の壁スライド部９７により囲壁部９５をシュート９９側にスライドさせ、底板スライド部
９８により底板９６をシュート９９とは反対方向にスライドさせることで、硬貨をシュー
ト９９を介して硬貨収納庫２０に収納するとともに、ＲＡＭ１０７に一時的に記憶させて
いた今回の入金処理の硬貨の計数値を確定して記憶し、硬貨入出金装置部１１における硬
貨入金処理を終了する。
【００５５】
　他方、操作者が、入金取消処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５
は、硬貨入出金装置部１１においては硬貨返却案内処理を行う。つまり、一時貯留部１８
の壁スライド部９７により囲壁部９５を返却箱１９側にスライドさせ、底板スライド部９
８により底板９６を返却箱１９とは反対方向にスライドさせることで、硬貨を返却箱１９
に返却する。そして、一時貯留部１８の硬貨が返却箱１９に返却されるのに十分な時間が
経過すると、制御部１０５は、硬貨返却案内処理が終了したと判定し、ＲＡＭ１０７に一
時的に記憶させていた今回の入金処理の硬貨の計数値を消去して、硬貨入金処理を終了す
る。これに対し、操作者は、硬貨出金口１７および返却箱１９に返却された硬貨を取り出
すことになる。
【００５６】
「硬貨出金処理」
　制御部１０５は、上記硬貨入金処理で入金された硬貨の金額と、後述する紙幣入金処理
で入金された紙幣の金額と、ＰＯＳレジ１に入力された売上金の金額とから、まず、売上
金に対する釣銭総金額を算出し、この釣銭総金額から紙幣出金分を除いた硬貨出金分の釣
銭金額を算出する。
【００５７】
　次に、制御部１０５は、硬貨縮退モードに設定されているか否かを判定し、硬貨縮退モ
ードに設定されていなければ、硬貨出金分の釣銭金額を最小枚数で構成する出金パターン
を算出する。そして、この出金パターンで硬貨を出金させるように、出金計数センサ７０
Ａ～７５Ａで計数しつつ硬貨出金収納部７０～７５の対応するものから硬貨を出金硬貨搬
送駆動部７９およびソレノイド８０～８５によってシュート部９０に繰り出させ、閉状態
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の振分部９２で硬貨出金口１７に案内する。
【００５８】
　そして、この出金パターンの釣銭硬貨が硬貨出金口１７に繰り出されたことが出金計数
センサ７０Ａ～７５Ａの計数により検出されると、制御部１０５は、硬貨出金処理が終了
したと判定する。
【００５９】
　他方、制御部１０５は、硬貨縮退モードに設定されていれば、金種別の硬貨出金収納部
７０～７５の硬貨のうち、ＲＡＭ１０７の記憶情報から、異金種硬貨の混入が検出された
少なくとも一つの硬貨出金収納部を割り出し、異金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収
納部を除く硬貨出金収納部のみから硬貨を出金させるように、硬貨出金分の釣銭金額を、
異金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収納部の硬貨を含まずに最小枚数で構成する出金
パターンを算出する。言い換えれば、異金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収納部に対
しては、硬貨を繰り出す処理のうちの硬貨出金処理を規制する。そして、この出金パター
ンで硬貨を出金させるように、出金計数センサ７０Ａ～７５Ａで計数しつつ硬貨出金収納
部７０～７５の対応するものから硬貨を出金硬貨搬送駆動部７９およびソレノイド８０～
８５によってシュート部９０に繰り出させ、閉状態の振分部９２で硬貨出金口１７に案内
する。なお、出金用紙幣の不足分についても硬貨で補うようになっている。
【００６０】
　そして、この出金パターンの釣銭硬貨が硬貨出金口１７に繰り出されたことが出金計数
センサ７０Ａ～７５Ａの計数により検出されると、制御部１０５は、硬貨出金処理が終了
したと判定する。
【００６１】
「硬貨売上金収納処理」
　操作部１０８に、硬貨の金種および枚数からなる収納データとともに硬貨売上金収納処
理の指示操作が入力されると、制御部１０５は、硬貨売上金収納処理を行う。すなわち、
硬貨縮退モードに設定されているか否かを判定し、硬貨縮退モードに設定されていなけれ
ば、振分部９２を開状態とし、収納データに含まれる硬貨を繰り出すように、出金計数セ
ンサ７０Ａ～７５Ａで計数しつつ硬貨出金収納部７０～７５の対応するものから硬貨を出
金硬貨搬送駆動部７９およびソレノイド８０～８５によってシュート部９０に繰り出させ
、開状態の振分部９２で一時貯留部１８に案内する。
【００６２】
　そして、この収納データに含まれる収納硬貨が一時貯留部１８に繰り出されたことが出
金計数センサ７０Ａ～７５Ａの計数により検出されると、制御部１０５は、案内表示部１
０９に、入力された収納データを表示させるとともに、硬貨収納取消処理をするか、硬貨
収納確定処理をするかを問う。
【００６３】
　上記した硬貨収納取消処理をするか、硬貨収納確定処理をするかの問いに対して、操作
者が硬貨収納確定処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は、一時貯
留部１８の壁スライド部９７により囲壁部９５をシュート９９側にスライドさせ、底板ス
ライド部９８により底板９６をシュート９９とは反対方向にスライドさせることで、硬貨
をシュート９９を介して硬貨収納庫２０に収納するとともに、ＲＡＭ１０７に今回の収納
データを確定して記憶する硬貨収納確定処理を行い、硬貨売上金収納処理を終了する。
【００６４】
　他方、操作者が、硬貨収納取消処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１
０５は、一時貯留部１８の壁スライド部９７により囲壁部９５を返却箱１９側にスライド
させ、底板スライド部９８により底板９６を返却箱１９とは反対方向にスライドさせるこ
とで、硬貨を返却箱１９に収納するとともに、ＲＡＭ１０７に今回の収納データを機外に
返却した機外返却データとして記憶する硬貨収納取消処理を行い、硬貨売上金収納処理を
終了する。なお、機外に返却した硬貨については、前述した「硬貨入金処理」と同様の手
順で、硬貨入金口１５に硬貨を投入して操作部１０８で入金操作を入力して、元の硬貨出
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金収納部７０～７５に戻し計数処理を行うことによって、硬貨売上金収納処理を終了する
ようにしても良い。
【００６５】
　上記した硬貨縮退モードに設定されているか否かの判定で、硬貨縮退モードに設定され
ていれば、ＲＡＭ１０７に記憶された情報から、金種別の硬貨出金収納部７０～７５のう
ち、異金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収納部を割り出し、収納データに異金種硬貨
の混入が検出された硬貨出金収納部の硬貨が含まれるか否かを判定する。収納データに異
金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収納部の硬貨が含まれていなければ、上記と同様に
して、振分部９２を開状態とし、収納データに含まれる硬貨を、硬貨出金収納部７０～７
５の対応するものから一時貯留部１８に移送するとともに、その後の指示入力にしたがっ
て硬貨収納確定処理または硬貨収納取消処理を行う。
【００６６】
　他方、収納データに異金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収納部の硬貨が含まれてい
れば、硬貨再勘処理を実行しなければ硬貨売上金収納処理が不可であることを、案内表示
部１０９に表示させて、硬貨売上金収納処理を禁止する。言い換えれば、異金種硬貨の混
入が検出された硬貨出金収納部に対しては、硬貨を繰り出す処理のうちの硬貨売上金収納
処理を規制する。
【００６７】
「硬貨再勘処理」
　硬貨縮退モードに設定された状態にあるとき、操作部１０８に硬貨再勘処理の実行の指
示が入力されると、制御部１０５は、ＲＡＭ１０７から、金種別の硬貨出金収納部７０～
７５のうち、異金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収納部を割り出し、この硬貨出金収
納部から、すべての硬貨を、上記した硬貨出金処理と同様にして、硬貨出金口１７に払い
出す硬貨払出処理を行う。次に、制御部１０５は、案内表示部１０９に、硬貨出金口１７
の硬貨を硬貨入金口１５に投入して硬貨収納処理の指示入力を促す表示を表示させる。こ
れを見た操作者が、硬貨出金口１７の硬貨を硬貨入金口１５に投入して硬貨収納処理の指
示入力を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は、硬貨入金口１５に投入された硬貨
（上記した硬貨払出処理の直後に硬貨入金口１５に投入された硬貨）を、上記した硬貨入
金案内処理と同様にして、硬貨入金口１５から繰り出し硬貨識別部４４で識別して、選別
孔５３～５８で金種別に振り分けて硬貨出金収納部７０～７５に収納する硬貨収納処理を
行う。
【００６８】
　この硬貨再勘処理における硬貨収納処理の最中に、制御部１０５は、上記した硬貨入金
案内処理と同様に、入金硬貨搬送部２７の搬送速度と、硬貨識別部４４の識別結果と、各
硬貨検出センサ５３Ａ～５８Ａによる硬貨の検出結果とから、選別孔５３～５８のそれぞ
れの硬貨の選別が正常に行われているか否かを確認する。そして、硬貨入金口１５に投入
された硬貨（つまり、異金種硬貨の混入が検出された硬貨出金収納部のすべての硬貨）が
硬貨出金収納部７０～７５の対応するものに収納される硬貨再勘処理の終了時点で、硬貨
識別部４４の識別結果から割り出される、硬貨検出センサ５３Ａ～５８Ａによる硬貨の検
出の正常時のパターンと、実際のパターンとが一致していれば、選別孔５３～５８のそれ
ぞれの硬貨の選別が正常に行われたと判定して、硬貨縮退モードを解除するとともに、案
内表示部１０９への、硬貨再勘処理の実行を促す表示を停止する。つまり、制御部１０５
は、硬貨縮退モード時に、硬貨再勘処理が実行されると、この硬貨再勘処理にて硬貨検出
センサ５３Ａ～５８Ａで異金種硬貨の混入が検出されなかった場合に、硬貨縮退モードを
解除する。これにより、すべての硬貨出金収納部７０～７５について、硬貨を繰り出す硬
貨出金処理および硬貨売上金収納処理が許容された状態となる。
【００６９】
　他方、硬貨再勘処理における硬貨収納処理の終了時点で、硬貨検出センサ５３Ａ～５８
Ａによる硬貨の検出の正常時のパターンと、実際のパターンとが一致していなければ、選
別孔５３～５８の硬貨の選別が正常に行われていないと判定して、上記した硬貨入金案内
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処理と同様に、金種別の硬貨出金収納部７０～７５のうち異金種硬貨が混入されている硬
貨出金収納部を検出しＲＡＭ１０７に記憶して、当該異金種が混入している硬貨出金収納
部からは、硬貨を繰り出す処理のうち、硬貨再勘処理以外の処理（硬貨出金処理および硬
貨売上金収納処理）を規制する硬貨縮退モードに、紙幣入出金装置部１１の設定を維持す
るとともに、案内表示部１０９への、硬貨再勘処理の実行を促す表示の表示状態を維持す
る。
【００７０】
　なお、金種別の硬貨出金収納部７０～７５のうち、異金種硬貨の混入が検出された硬貨
出金収納部が複数ある場合には、その一つずつについて、上記した硬貨再勘処理を行うの
が好ましいが、一括して硬貨再勘処理を行っても良い。
【００７１】
　次に、紙幣入出金装置部１２について主に図５および図６を参照して説明する。
【００７２】
　紙幣入出金装置部１２は、図５に示すように、前側つまり操作者側（図５の左側）の上
部に、複数金種が混在する状態で紙幣が一括投入され、投入された紙幣を貯留する紙幣入
金口（投入手段）１２１が設けられており、その下側に、機内から繰り出された紙幣を機
外に取出可能に貯留する紙幣出金口（払出手段）１２２が設けられている。さらに、この
紙幣出金口１２２の下側には、機体に対して引き出し可能であり紙幣を返却可能に一時貯
留する一時貯留部１２４と、この一時貯留部１２４から紙幣を受け取って収納する、機体
に対して着脱可能な紙幣収納庫（収納手段）１２５とが設けられている。よって、一時貯
留部１２４は、紙幣を返却可能に一時貯留するとともに、一時貯留した紙幣を紙幣収納庫
１２５に収納可能となっている。
【００７３】
　紙幣入出金装置部１２は、紙幣入金口１２１に投入された紙幣を一枚ずつに分離して繰
り出す入金紙幣繰出部（投入手段）１３０と、この入金紙幣繰出部１３０で繰り出された
紙幣を搬送する入金紙幣搬送路１３１と、入金紙幣搬送路１３１の途中に設けられて搬送
中の紙幣を識別し、正常と識別された紙幣を金種毎に計数する紙幣識別部（入金識別手段
）１３２とを有している。
【００７４】
　また、紙幣入出金装置部１２は、入金紙幣搬送路１３１の紙幣識別部１３２よりも下流
側に設けられた振分部（第２の振分手段）１３４と、入金紙幣搬送路１３１の振分部１３
４の位置から分岐するリジェクト紙幣搬送路１３５とを有している。リジェクト紙幣搬送
路１３５は紙幣出金口１２２に接続する出金紙幣搬送路１３６に合流しており、振分部１
３４は、紙幣識別部１３２の識別結果に応じて、識別不能券および搬送異常券とされた異
常紙幣を振分部材１３４Ａによってリジェクト紙幣搬送路１３５側へと振り分ける。そし
て、異常紙幣は、リジェクト紙幣搬送路１３５から出金紙幣搬送路１３６を介して機外へ
取出可能となるように紙幣出金口１２２に繰り出される。一方、振分部１３４は、真券且
つ正常搬送券と識別された受入紙幣（正常と識別された紙幣）を振分部材１３４Ａによっ
てそのまま入金紙幣搬送路１３１の下流側へと導く。紙幣入出金装置部１２は、この入金
紙幣搬送路１３１の振分部１３４よりも下流側に、紙幣識別部１３２の識別結果に基づい
て選別された紙幣を貯留する入出金可能な複数具体的には三つのスタッカ（環流手段）１
３８～１４０を有している。
【００７５】
　つまり、紙幣入出金装置部１２は、入金紙幣搬送路１３１の振分部１３４よりも下流側
に、振分部材１４２Ａによって紙幣を分岐紙幣搬送路１４３側に振り分けて最も上流側の
スタッカ１３８へと導く振分部（振分手段）１４２を有しており、入金紙幣搬送路１３１
の振分部１４２よりも下流側に、振分部材１４４Ａによって紙幣を分岐紙幣搬送路１４５
側に振り分けて中間のスタッカ１３９へと導く振分部（振分手段）１４４を有している。
そして、入金紙幣搬送路１３１の振分部１４４よりも下流側には最も下流側のスタッカ１
４０が接続されている。
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【００７６】
　スタッカ１３８は、上部から紙幣が一枚ずつ入金され、出金紙幣繰出部１３８ａが下部
から紙幣を一枚ずつ分離して繰出紙幣搬送路１５０に繰り出す。スタッカ１３９も、上部
から紙幣が一枚ずつ入金され、出金紙幣繰出部１３９ａが下部から紙幣を一枚ずつ分離し
て繰出紙幣搬送路１５１に繰り出す。スタッカ１４０も、上部から紙幣が一枚ずつ入金さ
れ、出金紙幣繰出部１４０ａが下部から紙幣を一枚ずつ分離して繰出紙幣搬送路１５２に
繰り出す。
【００７７】
　繰出紙幣搬送路１５０～１５２は、上記した紙幣出金口１２２につながる出金紙幣搬送
路１３６に接続されている。
【００７８】
　紙幣入出金装置部１２は、出金紙幣搬送路１３６におけるリジェクト紙幣搬送路１３５
の合流位置よりも下流側に設けられた振分部（第２の振分手段）１５４と、出金紙幣搬送
路１３６の振分部１５４の位置から分岐する分岐紙幣搬送路１５５とを有しており、この
分岐紙幣搬送路１５５には上記した一時貯留部１２４が接続されている。振分部１５４は
、振分部材１５４Ａによって一時貯留部１２４に一時貯留させるべき紙幣を分岐紙幣搬送
路１５５側へ、またそれ以外の紙幣をそのまま出金紙幣搬送路１３６の下流側へと振り分
ける。
【００７９】
　また、紙幣入出金装置部１２は、出金紙幣搬送路１３６における振分部１５４よりも下
流側に設けられた振分部１５７と、出金紙幣搬送路１３６の振分部１５７の位置から分岐
する分岐紙幣搬送路１５８とを有しており、この分岐紙幣搬送路１５８には紙幣を貯留す
る紙幣リジェクト庫１５９が接続されている。振分部１５７は、振分部材１５７Ａによっ
て紙幣リジェクト庫１５９に収納させるべき紙幣を分岐紙幣搬送路１５８側へ、またそれ
以外の紙幣をそのまま出金紙幣搬送路１３６の下流側つまり紙幣出金口１２２側へと振り
分ける。
【００８０】
　一時貯留部１２４は、上下に開口する略筒状の囲壁部１７０と、囲壁部１７０の下部開
口を閉塞可能な一対の底板１７１とを有している。一対の底板１７１は、図６に示す開閉
スライド部１７２によって水平状態を維持したまま、互いに近接・離間可能に設けられて
おり、互いに離間する方向にスライドすることで、囲壁部１７０の下部開口を開き、互い
に近接する方向にスライドすることで、囲壁部１７０の下部開口を閉じる。一時貯留部１
２４には、昇降するプッシャ１７３と、このプッシャ１７３を昇降させる図６に示すプッ
シャ昇降部１７４とが設けられている。また、一時貯留部１２４の囲壁部１７０および一
対の底板１７１は、紙幣の返却のため、一対の底板１７１を閉じた状態で機体から引き出
し可能となっている。
【００８１】
　一時貯留部１２４に一時貯留した紙幣を収納する紙幣収納庫１２５は、箱状の収納庫本
体１８０と、一時貯留部１２４から落下する紙幣を収納庫本体１８０の上部の開口部１８
１を介して受け取る揺動可能な一対のフラッパ１８２と、一対のフラッパ１８２の下側で
昇降可能に設けられた載置板１８３とを有している。一対のフラッパ１８２は、図示略の
スプリングの付勢力により水平状態に維持され、この状態から相互近接側が下方に位置す
るように揺動して開く。また、載置板１８３は図示略のスプリングによって上昇方向に付
勢されており、紙幣を閉状態のフラッパ１８２との間に挟んで保持する。
【００８２】
　紙幣の収納時には、開閉スライド部１７２によって一対の底板１７１を離間方向にスラ
イドさせることで、一対の底板１７１上に一時貯留していた紙幣を囲壁部１７０の下部開
口から落下させる。すると、この紙幣は、開口部１８１を介して紙幣収納庫１２５の閉状
態のフラッパ１８２上に載置される。次に、プッシャ昇降部１７４がプッシャ１７３を下
降させることになり、これにより、プッシャ１７３は、紙幣を介してフラッパ１８２を図
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示略のスプリングの付勢力に抗して開いて、紙幣をフラッパ１８２より下側に移動させて
載置板１８３上またはその上にすでに収納されている紙幣上に載置させることになり、そ
の後、プッシャ１７３が上昇すると、載置板１８３が図示略のスプリングの付勢力で紙幣
を閉状態のフラッパ１８２との間で挟んで保持する。なお、紙幣収納庫１２５には、収納
庫本体１８０の上部の開口部１８１を閉塞可能なシャッタ１８４が設けられており、紙幣
収納庫１２５が紙幣入出金装置部１２に装填されると、この装填動作に連動してシャッタ
１８４が開口部１８１を開き、紙幣収納庫１２５が紙幣入出金装置部１２から取り外され
ると、この取り外し動作に連動してシャッタ１８４が開口部１８１を閉じることになる。
紙幣収納庫１２５は、この状態から図示せぬキーのキー操作によって図示せぬ扉を開くこ
とにより中に収納された紙幣が取り出し可能となる。
【００８３】
　さらに、紙幣入出金装置部１２は、紙幣搬送路１３１，１３５，１３６，１４３，１４
５，１５０～１５２，１５５，１５８に設けられて、搬送される紙幣の状態やタイミング
を確認するための複数の紙幣検出センサ１９１～２０２を有している。
【００８４】
　紙幣検出センサ１９１は、入金紙幣搬送路１３１における入金紙幣繰出部１３０と紙幣
識別部１３２との間にあって、入金紙幣繰出部１３０によって入金紙幣搬送路１３１上に
一枚ずつ繰り出された紙幣を検出するものであり、紙幣検出センサ１９２は、リジェクト
紙幣搬送路１３５における振分部１３４の直後位置にあって振分部１３４でリジェクト紙
幣搬送路１３５に振り分けられた紙幣を検出するものである。
【００８５】
　また、紙幣検出センサ（検出手段）１９３はスタッカ１３８の直前位置の分岐紙幣搬送
路１４３にあって振分部１４２で振り分けられてスタッカ１３８に入金される紙幣を検出
するものであり、紙幣検出センサ（検出手段）１９４はスタッカ１３９の直前位置の分岐
紙幣搬送路１４５にあって振分部１４４で振り分けられてスタッカ１３９に入金される紙
幣を検出するものであって、紙幣検出センサ（検出手段）１９５はスタッカ１４０の直前
位置の入金紙幣搬送路１３１にあってスタッカ１４０に入金される紙幣を検出するもので
ある。
【００８６】
　さらに、紙幣検出センサ１９６はスタッカ１３８の直後位置の繰出紙幣搬送路１５０に
あってスタッカ１３８から繰り出された紙幣を検出するものであり、紙幣検出センサ１９
７はスタッカ１３９の直後位置の繰出紙幣搬送路１５１にあってスタッカ１３９から繰り
出された紙幣を検出するものであり、紙幣検出センサ１９８はスタッカ１４０の直後位置
の繰出紙幣搬送路１５２にあってスタッカ１４０から繰り出された紙幣を検出するもので
ある。
【００８７】
　加えて、紙幣検出センサ１９９は出金紙幣搬送路１３６の繰出紙幣搬送路１５０～１５
２よりも下流側にあってすべてのスタッカ１３８～１４０から繰り出された紙幣を検出す
るものであり、紙幣検出センサ２００は一時貯留部１２４の直前位置の分岐紙幣搬送路１
５５にあって振分部１５４で振り分けられて一時貯留部１２４に導入される紙幣を検出す
るものであって、紙幣検出センサ２０１は紙幣リジェクト庫１５９の直前位置の分岐紙幣
搬送路１５８にあって振分部１５７で振り分けられて紙幣リジェクト庫１５９に導入され
る紙幣を検出するものである。さらに、紙幣検出センサ２０２は、出金紙幣搬送路１３６
の紙幣出金口１２２と振分部１５７との間にあって紙幣出金口１２２に繰り出される紙幣
を検出するものである。
【００８８】
　紙幣検出センサ１９１～２０２は、光学式センサであって、配置された場所における紙
幣の残留検知のみならず、タイミングを計ったり、搬送の状況（重送、斜行等）を見たり
、計数を行ったりと、複数の機能を有する。
【００８９】
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　紙幣入出金装置部１２は硬貨入出金装置部１１と同様、ＰＯＳレジ１の制御部１０５で
制御されることになり、制御部１０５には、図６に示すように、ＰＯＳレジ１のＲＯＭ１
０６、ＲＡＭ１０７、操作部１０８および案内表示部１０９と、紙幣入出金装置部１２の
入金紙幣繰出部１３０と、入金紙幣搬送路１３１および分岐紙幣搬送路１４３，１４５を
駆動する入金紙幣搬送駆動部２０５と、各スタッカ１３８～１４０の出金紙幣繰出部１３
８ａ，１３９ａ，１４０ａと、出金紙幣搬送路１３６および繰出紙幣搬送路１５０～１５
２を駆動する出金紙幣搬送駆動部２０６と、リジェクト紙幣搬送路１３５を駆動するリジ
ェクト紙幣搬送駆動部２０７と、紙幣識別部１３２と、振分部１３４，１４２，１４４，
１５４，１５７と、紙幣検出センサ１９１～２０２とが通信可能に接続されている。
【００９０】
　ここで、三つのスタッカ１３８～１４０はすべて金種別とされ、例えば、万円券が万円
券専用にスタッカ１３８に、千円券が千円券専用のスタッカ１３９に、五千円券が五千円
券専用のスタッカ１４０にそれぞれ収納されるようになっている。なお、スタッカ１３８
～１４０の金種設定はこれに限らず変更可能である。
【００９１】
　次に、紙幣入出金装置部１２の各処理について説明する。
【００９２】
「紙幣入金処理」
　紙幣入金口１２１に紙幣が投入された状態で操作部１０８に入金操作が入力されると、
制御部１０５は、紙幣入金処理の紙幣入金案内処理を開始する。なお、入金操作が入力さ
れた時点で硬貨入金口１５に硬貨が投入された状態にあると、上述した硬貨入金処理を並
行して行う。紙幣入金案内処理は、紙幣入金口１２１の紙幣を入金紙幣繰出部１３０で一
枚ずつ分離して入金紙幣搬送路１３１に繰り出し、紙幣識別部１３２で識別する。そして
、紙幣識別部１３２の識別結果に基づき、判別不能券または重送等の搬送異常券と識別さ
れた異常紙幣は、振分部１３４にて入金紙幣搬送路１３１からリジェクト紙幣搬送路１３
５に振り分けられ、さらに振分部１５４および振分部１５７にて出金紙幣搬送路１３６を
介して紙幣出金口１２２に繰り出されることで、機外に取出可能にリジェクトされる。
【００９３】
　他方、紙幣識別部１３２の識別結果に基づき、振分部１３４は、真券かつ搬送正常券と
識別された受入紙幣をそのまま入金紙幣搬送路１３１の下流側に導き、スタッカ１３８～
１４０および一時貯留部１２４のうちの対応するいずれかに上部から貯留する。つまり、
万円券であれば、振分部１４２で振り分けて分岐紙幣搬送路１４３からスタッカ１３８に
貯留し、千円券であれば、振分部１４２および振分部１４４で振り分けて分岐紙幣搬送路
１４５からスタッカ１３９に貯留し、五千円券であれば、振分部１４２および振分部１４
４で振り分けて入金紙幣搬送路１３１を介してスタッカ１４０に貯留し、スタッカ１３８
～１４０に収納しきれないオーバーフロー紙幣と取り扱い数が最少の二千円券と汚損券と
については、振分部１３４にて入金紙幣搬送路１３１からリジェクト紙幣搬送路１３５に
振り分け、出金紙幣搬送路１３６を介してさらに振分部１５４にて分岐紙幣搬送路１５５
に振り分けて、一時貯留部１２４に一時貯留する。ここで、制御部１０５は、紙幣識別部
１３２の識別結果つまり金種毎の紙幣の計数値をＲＡＭ１０７に一時的に記憶させる。
【００９４】
　そして、制御部１０５は、紙幣入金案内処理中に、紙幣検出センサ１９１～１９５，２
００，２０２のいずれによっても紙幣が検出されない状態が所定時間以上になると、紙幣
入金口１２１からすべての紙幣を排出してスタッカ１３８～１４０、紙幣出金口１２２お
よび一時貯留部１２４のいずれかに案内する紙幣入金案内処理が終了したと判定する。
【００９５】
　紙幣入金案内処理が終了したと判定すると、制御部１０５は、案内表示部１０９に上記
した紙幣入金案内処理における紙幣識別部１３２の計数結果を表示させるとともに、紙幣
入金案内処理と並行して行われる前述した硬貨入金案内処理の結果を表示させ、その後の
処理を促す表示を行う。すなわち、入金取消処理をするか、入金確定処理をするかを問う
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。
【００９６】
　上記した入金取消処理をするか、入金確定処理をするかの問いに対して、操作者が入金
確定処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は、一時貯留部１２４に
紙幣があれば、開閉スライド部１７２によって一対の底板１７１を離間方向にスライドさ
せることで、一対の底板１７１上に一時貯留していた紙幣を囲壁部１７０の下部開口から
落下させてフラッパ１８２上に載置させる。次に、制御部１０５は、プッシャ昇降部１７
４によりプッシャ１７３を下降させ、プッシャ１７３により一対のフラッパ１８２上の紙
幣を下方に押圧して、一対のフラッパ１８２を開き、紙幣を一対のフラッパ１８２より下
側に移動させて載置板１８３上またはその上にすでに収納されている紙幣上に載置させる
ことになり、その後、プッシャ昇降部１７４によりプッシャ１７３を待機位置まで上昇さ
せる。すると、載置板１８３が図示略のスプリングの付勢力で紙幣を閉状態のフラッパ１
８２との間で挟んで保持する。このようにして、制御部１０５は、一時貯留部１２４の紙
幣を紙幣収納庫１２５に収納する紙幣収納案内処理を行うとともに、ＲＡＭ１０７に一時
的に記憶させていた今回の入金処理の紙幣の計数値を確定して記憶し、紙幣入出金装置部
１２における紙幣入金処理を終了する。
【００９７】
　他方、操作者が入金取消処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は
、紙幣入出金装置部１２においては紙幣返却案内処理を行う。つまり、スタッカ１３８～
１４０に入金された金額と同金額の入金された紙幣とは別の紙幣をスタッカ１３８～１４
０から出金紙幣繰出部１３８ａ，１３９ａ，１４０ａによって出金紙幣搬送路１３６に繰
り出させ、振分部１５４および振分部１５７で振り分けて紙幣出金口１２２に繰り出させ
るとともに、一時貯留部１２４の囲壁部１７０および一対の底板１７１を、機体から引き
出し可能とする。これに対し、操作者は、紙幣出金口１２２および一時貯留部１２４から
紙幣を取り出すことになる。なお、返却動作中に紙幣検出センサ１９６～１９９でスタッ
カ１３８～１４０から繰り出される紙幣の中に重送等の搬送異常券が検出されると、搬送
異常券を振分部１５７で分岐紙幣搬送路１５８側に振り分けて紙幣リジェクト庫１５９に
収納する。
【００９８】
　そして、返却に必要な枚数の紙幣が紙幣出金口１２２に繰り出され貯留されたことが紙
幣検出センサ２０２の計数により検出され、一時貯留部１２４の囲壁部１７０および一対
の底板１７１から紙幣が取り出されたことが検出されると、制御部１０５は、紙幣返却案
内処理が終了したと判定する。
【００９９】
　ここで、上記した紙幣入金案内処理において、制御部１０５は、入金紙幣搬送路１３１
、分岐紙幣搬送路１４３および分岐紙幣搬送路１４５の搬送速度と、紙幣識別部１３２の
識別結果と、各紙幣検出センサ１９３～１９５による紙幣の検出結果とから、選別部１４
２，１４４のそれぞれの紙幣の選別が正常に行われているか否かを監視している。つまり
、上流側から順に並んでいる各紙幣の金種が紙幣識別部１３２の識別結果から分かること
になり、よって、この順番に対応して決まる、紙幣検出センサ１９３～１９５による紙幣
の検出の正常時のパターンと、実際のパターンとが一致していれば、紙幣の選別が正常に
行われていると判定する一方、一致していなければ、紙幣の選別が正常に行われなかった
と判定する。制御部１０５は、紙幣の選別に異常が生じたと判定した場合、スタッカ１３
８～１４０のいずれに異金種の紙幣が混入したかを、正常時のパターンと実際のパターン
との比較から検出する。
【０１００】
　例えば、紙幣識別部１３２の識別結果から、５千円紙幣、千円紙幣の順に所定の繰り出
し間隔をあけて搬送されている場合に、何らかの理由で、５千円紙幣とその次の千円紙幣
との間隔が狭まってしまい、後行の千円紙幣が振分部１４４で振り分けられずに５千円紙
幣とともにオーバーランして５千円紙幣用のスタッカ１４０に収納されてしまうと、これ
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ら２枚の紙幣に対してセンサ１９５で２枚の紙幣が検出され、１枚検出されるべきセンサ
１９４で紙幣が検出されない状態が発生する。これにより、制御部１０５は、異金種であ
る千円紙幣が、５千円紙幣用のスタッカ１４０に混入してしまったことを検出する。
【０１０１】
　なお、誤選別の形態によっては、金種別のスタッカ１３８～１４０のうちの一つのもの
に、異金種紙幣の混入が特定できない場合もあり、その場合に、制御部１０５は、異金種
紙幣の混入の可能性が高い複数のものについて、異金種紙幣の混入を検出したと判定する
。
【０１０２】
　上記のようにして、制御部１０５は、紙幣入金案内処理において、入金紙幣搬送路１３
１、分岐紙幣搬送路１４３および分岐紙幣搬送路１４５の搬送速度と、紙幣識別部１３２
の識別結果と、各紙幣検出センサ１９３～１９５による紙幣の検出結果とから、金種別の
スタッカ１３８～１４０のそれぞれについて異金種紙幣の混入を検出することになり、金
種別のスタッカ１３８～１４０のうち、異金種紙幣の混入が検出されたスタッカをＲＡＭ
１０７に記憶して、当該異金種が混入しているスタッカからは、紙幣を繰り出す処理のう
ち、後述する紙幣再勘処理以外の処理を規制する紙幣縮退モードに、紙幣入出金装置部１
２を設定するとともに、案内表示部１０９に、後述する紙幣再勘処理の実行を促す表示を
表示させる。
【０１０３】
　なお、紙幣入出金装置部１２が紙幣縮退モードに設定されている状況で、操作部１０８
で入金操作が入力され、紙幣入金処理を行う場合、制御部１０５は、まず、紙幣入金案内
処理において、紙幣入金口１２１の紙幣を入金紙幣搬送路１３１で搬送し紙幣識別部１３
２で識別した紙幣のうち、真券かつ搬送正常券と識別された受入紙幣を、金種に無関係に
すべて、振分部１３４でリジェクト紙幣搬送路１３５に導き、振分部１５４で分岐紙幣搬
送路１５５に導き、一時貯留部１２４に一時貯留させる。
【０１０４】
　そして、制御部１０５は、紙幣入金案内処理中に、紙幣検出センサ１９１，１９２，２
００，２０２のいずれによっても紙幣が検出されない状態が所定時間以上になると、紙幣
入金口１２１からすべての紙幣を排出して紙幣出金口１２２および一時貯留部１２４のい
ずれかに案内する紙幣入金案内処理が終了したと判定する。
【０１０５】
　その後、操作者が入金確定処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５
は、開閉スライド部１７２によって一対の底板１７１をスライドさせることで、一対の底
板１７１上に一時貯留していた紙幣をフラッパ１８２上に載置させた後、プッシャ昇降部
１７４によりプッシャ１７３を下降させ、紙幣を一対のフラッパ１８２より下側に移動さ
せて載置板１８３上またはその上にすでに収納されている紙幣上に載置させることになり
、その後、プッシャ昇降部１７４によりプッシャ１７３を待機位置まで上昇させて、紙幣
を閉状態のフラッパ１８２と載置板１８３とで挟んで保持させる。このようにして、制御
部１０５は、一時貯留部１２４の紙幣を紙幣収納庫１２５に収納する紙幣収納案内処理を
行うとともに、ＲＡＭ１０７に一時的に記憶させていた今回の入金処理の紙幣の計数値を
確定して記憶し、紙幣入出金装置部１２における紙幣入金処理を終了する。
【０１０６】
　他方、操作者が入金取消処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は
、紙幣入出金装置部１２においては紙幣返却案内処理を行う。つまり、一時貯留部１２４
の囲壁部１７０および一対の底板１７１を、機体から引き出し可能とする。これに対し、
操作者は、紙幣出金口１２２および一時貯留部１２４から紙幣を取り出すことになる。そ
して、一時貯留部１２４の囲壁部１７０および一対の底板１７１から紙幣が取り出された
ことが検出されると、制御部１０５は、紙幣返却案内処理が終了したと判定する。
【０１０７】
「紙幣出金処理」
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　制御部１０５は、上記紙幣入金処理で入金された紙幣の金額と、上述した硬貨入金処理
で入金された硬貨の金額と、ＰＯＳレジ１に入力された売上金の金額とから、上述したよ
うに、売上金に対する釣銭総金額を算出し、この釣銭総金額から硬貨出金分を除いた紙幣
出金分の釣銭金額を算出する。
【０１０８】
　次に、制御部１０５は、紙幣縮退モードに設定されているか否かを判定し、紙幣縮退モ
ードに設定されていなければ、紙幣出金分の釣銭金額を最小枚数で構成する出金パターン
を算出する。そして、この出金パターンで紙幣を出金させるように、紙幣検出センサ１９
７，１９８で計数しつつスタッカ１３９，１４０の対応するものから紙幣を、出金紙幣繰
出部１３９ａ，１４０ａで、繰出紙幣搬送路１５１，１５２の対応するものに繰り出させ
て、振分部１５４および振分部１５７で振り分けて、出金紙幣搬送路１３６によって紙幣
出金口１２２に案内する。なお、出金動作中にセンサ１９７～１９９で多重搬送等の搬送
異常紙幣が検出されると、この搬送異常紙幣を振分部１５７で振り分けて紙幣リジェクト
庫１５９に収納させる。
【０１０９】
　そして、出金に必要な枚数の紙幣が紙幣出金口１２２に繰り出され貯留されたことがセ
ンサ２０２の計数により検出されると、制御部１０５は、紙幣出金処理が終了したと判定
する。
【０１１０】
　他方、制御部１０５は、紙幣縮退モードに設定されていれば、金種別のスタッカ１３９
，１４０の紙幣のうち、ＲＡＭ１０７の記憶情報から、異金種紙幣の混入が検出された少
なくとも一つのスタッカを割り出し、異金種紙幣の混入が検出されたスタッカを除くスタ
ッカのみから紙幣を出金させるように、紙幣出金分の釣銭金額を、異金種紙幣の混入が検
出されたスタッカの紙幣を含まずに最小枚数で構成する出金パターンを算出する。言い換
えれば、異金種紙幣の混入が検出されたスタッカに対しては、紙幣を繰り出す処理のうち
の紙幣出金処理を規制する。そして、この出金パターンで紙幣を出金させるように、紙幣
検出センサ１９７，１９８で計数しつつスタッカ１３９，１４０の対応するものから紙幣
を、出金紙幣繰出部１３９ａ，１４０ａで、繰出紙幣搬送路１５１，１５２の対応するも
のに繰り出させて、振分部１５４および振分部１５７で振り分けて、出金紙幣搬送路１３
６によって紙幣出金口１２２に案内する。なお、５千円紙幣用のスタッカ１４０に異金種
紙幣の混入が検出された場合、その分を千円紙幣用のスタッカ１３９から出金させること
になるが、千円紙幣用のスタッカ１３９に異金種紙幣の混入が検出された場合、その分を
５００円硬貨で出金させるようになっている。
【０１１１】
　そして、この出金パターンの釣銭紙幣が紙幣出金口１２２に繰り出されたことがセンサ
２０２の計数により検出されると、制御部１０５は、紙幣出金処理が終了したと判定する
。
【０１１２】
「紙幣売上金収納処理」
　操作部１０８に、紙幣の金種および枚数からなる収納データとともに紙幣売上金収納処
理の指示操作が入力されると、制御部１０５は、紙幣売上金収納処理を行う。すなわち、
紙幣縮退モードに設定されているか否かを判定し、紙幣縮退モードに設定されていなけれ
ば、収納データに含まれる紙幣を繰り出すように、スタッカ１３８～１４０のうちの対応
するものにおいて、出金紙幣繰出部１３８ａ～１４０ａの対応するものによって、紙幣を
出金紙幣搬送路１３６に繰り出し、振分部１５４で振り分けて一時貯留部１２４に案内す
る。なお、この動作中にセンサ１９６～１９９で多重搬送等の搬送異常券が検出されると
、この搬送異常券を振分部１５４，１５７で振り分けて紙幣リジェクト庫１５９に収納さ
せる。
【０１１３】
　そして、この収納データに含まれる収納紙幣が一時貯留部１２４に繰り出されたことが
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紙幣検出センサ１９６～２００の対応するものの計数により検出されると、制御部１０５
は、案内表示部１０９に、入力された収納データを表示させるとともに、紙幣収納取消処
理をするか、紙幣収納確定処理をするかを問う。
【０１１４】
　上記した紙幣収納取消処理をするか、紙幣収納確定処理をするかの問いに対して、操作
者が収納確定処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は、一時貯留部
１２４の紙幣を、紙幣収納庫１２５に収納するとともに、ＲＡＭ１０７に今回の収納デー
タを確定して記憶する紙幣収納確定処理を行い、紙幣売上金収納処理を終了する。
【０１１５】
　他方、操作者が、紙幣収納取消処理の選択操作を操作部１０８に入力すると、制御部１
０５は、一時貯留部１２４の囲壁部１７０および一対の底板１７１を引き出し可能とする
。一時貯留部１２４の囲壁部１７０および一対の底板１７１から紙幣が取り出されたこと
が検出されると、制御部１０５は、ＲＡＭ１０７に今回の収納データを機外に返却した機
外返却データとして記憶する紙幣収納取消処理を行い、紙幣売上金収納処理を終了する。
　なお、機外に返却した紙幣については、前述した「紙幣入金処理」と同様の手順で、紙
幣入金口１２１に紙幣を投入して操作部１０８で入金操作を入力して、元のスタッカ１３
８～１４０に戻し計数処理を行うことによって、紙幣売上金収納処理を終了するようにし
ても良い。
【０１１６】
　上記した紙幣縮退モードに設定されているか否かの判定で、紙幣縮退モードに設定され
ていれば、ＲＡＭ１０７に記憶された情報から、金種別のスタッカ１３８～１４０のうち
、異金種紙幣の混入が検出されたスタッカを割り出し、収納データに異金種紙幣の混入が
検出されたスタッカの紙幣が含まれるか否かを判定する。収納データに異金種紙幣の混入
が検出されたスタッカの紙幣が含まれていなければ、上記と同様にして、収納データに含
まれる紙幣を繰り出すように、スタッカ１３８～１４０のうちの対応するものにおいて、
出金紙幣繰出部１３８ａ～１４０ａの対応するものによって、紙幣を出金紙幣搬送路１３
６に繰り出し、振分部１５４で振り分けて一時貯留部１２４に案内するとともに、その後
の指示入力にしたがって紙幣収納確定処理または紙幣収納取消処理を行う。
【０１１７】
　他方、収納データに異金種紙幣の混入が検出されたスタッカの紙幣が含まれていれば、
紙幣再勘処理を実行しなければ紙幣売上金収納処理が不可であることを、案内表示部１０
９に表示させて、紙幣売上金収納処理を禁止する。言い換えれば、異金種紙幣の混入が検
出されたスタッカに対しては、紙幣を繰り出す処理のうちの紙幣売上金収納処理を規制す
る。
【０１１８】
「紙幣再勘処理」
　紙幣縮退モードに設定された状態にあるとき、操作部１０８に紙幣再勘処理の実行の指
示が入力されると、制御部１０５は、ＲＡＭ１０７から、金種別のスタッカ１３８～１４
０のうち、異金種紙幣の混入が検出されたスタッカを割り出し、このスタッカから、すべ
ての紙幣を、上記した紙幣出金処理と同様にして、紙幣出金口１２２に払い出す紙幣払出
処理を行う。次に、制御部１０５は、案内表示部１０９に、紙幣出金口１２２の紙幣を紙
幣入金口１２１に投入して紙幣収納処理の指示入力を促す表示を表示させる。これを見た
操作者が、紙幣出金口１２２の紙幣を紙幣入金口１２１に投入して紙幣収納処理の指示入
力を操作部１０８に入力すると、制御部１０５は、紙幣入金口１２１に投入された紙幣（
上記した紙幣払出処理の直後に紙幣入金口１２１に投入された紙幣）を、上記した紙幣入
金案内処理と同様にして、紙幣入金口１２１から繰り出し紙幣識別部１３２で識別して、
振分部１４２，１４４で金種別に振り分けてスタッカ１３８～１４０に収納する紙幣収納
処理を行う。
【０１１９】
　この紙幣再勘処理の最中に、制御部１０５は、上記した紙幣入金案内処理と同様に、入
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金紙幣搬送路１３１、分岐紙幣搬送路１４３および分岐紙幣搬送路１４５の搬送速度と、
紙幣識別部１３２の識別結果と、各紙幣検出センサ１９３～１９５による紙幣の検出結果
とから、振分部１４２，１４４のそれぞれの紙幣の選別が正常に行われているか否かを確
認する。そして、紙幣入金口１２１に投入されたすべての紙幣（つまり、異金種紙幣の混
入が検出されたスタッカのすべての紙幣）がスタッカ１３８～１４０の対応するものに収
納される紙幣再勘処理の終了時点で、紙幣識別部１３２の識別結果から割り出される、紙
幣検出センサ１９３～１９５による紙幣の検出の正常時のパターンと、実際のパターンと
が一致していれば、振分部１４２，１４４のそれぞれで紙幣の選別が正常に行われたと判
定して、紙幣縮退モードを解除する。つまり、制御部１０５は、紙幣縮退モード時に、紙
幣再勘処理が実行されると、この紙幣再勘処理にて紙幣検出センサ１９３～１９５で異金
種紙幣の混入が検出されなかった場合に、紙幣縮退モードを解除する。これにより、すべ
てのスタッカ１３８～１４０について、紙幣を繰り出す紙幣出金処理および紙幣売上金収
納処理が許容された状態となる。
【０１２０】
　他方、紙幣再勘処理の終了時点で、紙幣検出センサ１９３～１９５による紙幣の検出の
正常時のパターンと、実際のパターンとが一致していなければ、振分部１４２，１４４の
紙幣の選別が正常に行われていないと判定して、上記した紙幣入金案内処理と同様に、金
種別のスタッカ１３８～１４０のうち異金種紙幣が混入されているスタッカを検出しＲＡ
Ｍ１０７に記憶して、当該異金種が混入しているスタッカからは、紙幣を繰り出す処理の
うち、紙幣再勘処理以外の処理（紙幣出金処理および紙幣売上金収納処理）を規制する紙
幣縮退モードを維持するとともに、案内表示部１０９への、紙幣再勘処理の実行を促す表
示の表示状態を維持する。
【０１２１】
　なお、金種別のスタッカ１３８～１４０のうち、異金種紙幣の混入が検出されたスタッ
カが複数ある場合には、その一つずつについて紙幣再勘処理を行うのが好ましいが、一括
して紙幣再勘処理を行っても良い。
【０１２２】
　また、硬貨入出金装置部１１の硬貨売上金収納処理および紙幣入出金装置部１２の紙幣
売上金収納処理は並行処理可能であり、硬貨入出金装置部１１の硬貨再勘処理および紙幣
入出金装置部１２の紙幣再勘処理も並行処理可能である。
【０１２３】
　以上に述べた本実施形態の貨幣処理機１０によれば、制御部１０５は、硬貨入出金装置
部１１において、入金硬貨搬送部２７の搬送速度と、硬貨識別部４４の識別結果と、各硬
貨検出センサ５３Ａ～５８Ａによる硬貨の検出結果とから、金種別の硬貨出金収納部７０
～７５の少なくともいずれか一つで異金種硬貨の混入を検出すると、当該異金種硬貨の混
入が検出された硬貨出金収納部に対しては、硬貨を繰り出す処理のうち、硬貨再勘処理以
外の処理を規制する硬貨縮退モードに設定することになるため、当該異金種が混入してい
る硬貨出金収納部から再勘処理以外の処理で異金種の硬貨が誤って繰り出されてしまうこ
とを防止できる。
【０１２４】
　また、硬貨縮退モード時に、再勘処理が実行されると、異金種が混入している硬貨出金
収納部から硬貨を繰り出し硬貨識別部４４で識別し選別孔５３～５８で金種別に振り分け
て金種別の硬貨出金収納部７０～７５に収納することになるが、その際に、入金硬貨搬送
部２７の搬送速度と、硬貨識別部４４の識別結果と、各硬貨検出センサ５３Ａ～５８Ａに
よる硬貨の検出結果とから、金種別の硬貨出金収納部７０～７５への異金種硬貨の混入が
検出されなかった場合に、制御部１０５が硬貨縮退モードを解除して、金種別のすべての
硬貨出金収納部７０～７５から再勘処理以外の処理での貨幣の繰り出しを許容する。これ
により、異金種の混入が発生しても保守作業員が硬貨出金収納部７０～７５を点検して異
金種硬貨を取り除く必要がなくなり、異金種混入状態からの復旧を容易に行うことができ
ることになる。
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【０１２５】
　同様に、制御部１０５は、紙幣入出金装置部１２において、入金紙幣搬送路１３１、分
岐紙幣搬送路１４３および分岐紙幣搬送路１４５の搬送速度と、紙幣識別部１３２の識別
結果と、各紙幣検出センサ１９３～１９５による紙幣の検出結果とから、金種別のスタッ
カ１３８～１４０の少なくともいずれか一つで異金種紙幣の混入を検出すると、当該異金
種紙幣の混入が検出されたスタッカに対しては、紙幣を繰り出す処理のうち、紙幣再勘処
理以外の処理を規制する紙幣縮退モードに設定することになるため、当該異金種が混入し
ているスタッカから再勘処理以外の処理で異金種の紙幣が誤って繰り出されてしまうこと
を防止できる。
【０１２６】
　また、紙幣縮退モード時に、再勘処理が実行されると、異金種が混入しているスタッカ
から紙幣を繰り出し紙幣識別部１３２で識別し振分部１４２，１４４で金種別に振り分け
て金種別のスタッカ１３８～１４０に収納することになるが、その際に、入金紙幣搬送路
１３１、分岐紙幣搬送路１４３および分岐紙幣搬送路１４５の搬送速度と、紙幣識別部１
３２の識別結果と、各紙幣検出センサ１９３～１９５による紙幣の検出結果とから、金種
別のスタッカ１３８～１４０への異金種紙幣の混入が検出されなかった場合に、制御部１
０５が紙幣縮退モードを解除して、金種別のすべてのスタッカ１３８～１４０から再勘処
理以外の処理での紙幣の繰り出しを許容する。これにより、異金種紙幣が混入が発生して
も保守作業員がスタッカ１３８～１４０を点検して異金種紙幣を取り除く必要がなくなり
、異金種混入状態からの復旧を容易に行うことができることになる。
【０１２７】
　また、制御部１０５が、硬貨縮退モード時に硬貨入金処理が実行されると、硬貨識別部
４４で正常と識別された硬貨を金種に無関係に開閉選別部５０で振り分けて、硬貨出金収
納部７０～７５へは搬送せずに、一時貯留部１８に一時貯留させるため、入金確定処理で
は一時貯留部１８から硬貨収納庫２０へ硬貨を収納し、入金取消処理では一時貯留部１８
から返却箱１９を介して機外へ硬貨を返却することで、硬貨縮退モードでの取引規制をう
けることなく入金取消処理を行うことが可能となる。つまり、硬貨縮退モードでは、硬貨
出金収納部７０～７５のうち異金種混入のものからの繰り出しが規制されることから、入
金取消処理において、異金種混入のない場合と同様に硬貨出金収納部７０～７５から返却
を行うとすれば、異金種混入の硬貨出金収納部の金種の硬貨については、硬貨出金収納部
７０～７５のうち異金種混入のないものからの代用で返却を行うことになり、入金とは異
なる金種で返却されてしまう場合があるが、入金された硬貨を一時貯留部１８からそのま
ま返却するため、このようなことが生じない。
【０１２８】
　同様に、制御部１０５が、紙幣縮退モード時に紙幣入金処理が実行されると、紙幣識別
部１３２で正常と識別された紙幣を金種に無関係に振分部１３４，１５４で振り分けて、
スタッカ１３８～１４０へは搬送せずに、一時貯留部１２４に一時貯留させるため、入金
確定処理では一時貯留部１２４から紙幣収納庫１２５へ紙幣を収納し、入金取消処理では
一時貯留部１２４を引き出し可能として機外へ紙幣を返却することで、紙幣縮退モードで
の取引規制をうけることなく入金取消処理を行うことが可能となる。つまり、紙幣縮退モ
ードでは、スタッカ１３８～１４０のうち異金種混入のものからの繰り出しが規制される
ことから、入金取消処理において、異金種混入のない場合と同様にスタッカ１３８～１４
０から返却を行うとすれば、異金種混入のスタッカの金種の紙幣については、スタッカ１
３８～１４０のうち異金種混入のないものからの代用で返却を行うことになり、入金とは
異なる金種で返却されてしまう場合があるが、入金された紙幣を一時貯留部１２４からそ
のまま返却するため、このようなことが生じない。
【０１２９】
　また、硬貨入出金装置部１１において、硬貨縮退モード時に、硬貨再勘処理が実行され
ると、硬貨出金収納部７０～７５のうち異金種硬貨が混入している硬貨出金収納部から硬
貨を繰り出し硬貨出金口１７で払い出す硬貨払出処理を行い、この硬貨払出処理の直後に
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、硬貨入金口１５に投入された硬貨を硬貨入金口１５から繰り出し硬貨識別部４４で識別
して選別孔５３～５８で金種別に振り分け金種別の硬貨出金収納部７０～７５に収納する
硬貨収納処理を行うことになる。このため、硬貨再勘処理のための特別な構成を必要とせ
ずに、硬貨再勘処理を行うことができる。
【０１３０】
　同様に、紙幣入出金装置部１２において、紙幣縮退モード時に、紙幣再勘処理が実行さ
れると、スタッカ１３８～１４０のうち異金種紙幣が混入しているスタッカから紙幣を繰
り出し紙幣出金口１２２で払い出す紙幣払出処理を行い、この紙幣払出処理の直後に、紙
幣入金口１２１に投入された紙幣を紙幣入金口１２１から繰り出し紙幣識別部１３２で識
別して振分部１４２，１４４で金種別に振り分け金種別のスタッカ１３８～１４０に収納
する紙幣収納処理を行うことになる。このため、紙幣再勘処理のための特別な構成を必要
とせずに、紙幣再勘処理を行うことができる。
【０１３１】
　なお、硬貨入出金装置部１１において、金種別の硬貨出金収納部７０～７５から繰り出
された硬貨を、硬貨を繰り出し可能に貯留する硬貨入金口（貯留手段）１５に直接搬送す
る搬送手段を設け、硬貨再勘処理として、金種別の硬貨出金収納部７０～７５のうちの異
金種硬貨が混入している硬貨出金収納部からすべての硬貨を繰り出して搬送手段で硬貨入
金口１５に貯留する硬貨貯留処理と、この硬貨貯留処理完了後に、硬貨入金口１５に貯留
された硬貨を繰り出し硬貨識別部４４で識別して選別孔５３～５８で金種別に振り分け金
種別の硬貨出金収納部７０～７５に収納する硬貨収納処理とを行うようにしても良い。こ
の場合は、硬貨入金口１５にシャッタを設けて硬貨再勘処理中はシャッタを閉状態に維持
するのが良い。
【０１３２】
　このように構成すれば、硬貨縮退モード時に、硬貨再勘処理が実行されると、金種別の
硬貨出金収納部７０～７５のうち異金種硬貨が混入している硬貨出金収納部から硬貨を繰
り出して硬貨入金口１５に貯留する硬貨貯留処理を行い、硬貨入金口１５に貯留された硬
貨を繰り出し硬貨識別部４４で識別して選別孔５３～５８で金種別に振り分け金種別の硬
貨出金収納部７０～７５に収納する硬貨収納処理を行うことになるため、人手に因らずに
硬貨再勘処理を行うことができる。
【０１３３】
　また、紙幣入出金装置部１２において、金種別のスタッカ１３８～１４０から繰り出さ
れた紙幣を繰り出し可能に貯留する再勘専用一時貯留部（貯留手段）と、金種別のスタッ
カ１３８～１４０から繰り出された紙幣を再勘専用一時貯留部に搬送する第１搬送手段と
、再勘専用一時貯留部から繰り出された紙幣を入金紙幣搬送路１３１の紙幣識別部１３２
より上流側に合流させる第２搬送手段とを設け、紙幣再勘処理として、金種別のスタッカ
１３８～１４０のうちの異金種が混入しているスタッカから紙幣をすべて繰り出して第１
搬送手段で再勘用一時貯留部に貯留する紙幣貯留処理と、この紙幣貯留処理完了後に、再
勘専用一時貯留部に貯留された紙幣を繰り出し第２搬送手段で入金紙幣搬送路１３１に搬
送し、紙幣識別部１３２で識別して振分部１４２，１４４で金種別に振り分け金種別のス
タッカ１３８～１４０に収納する紙幣収納処理とを行うようにしても良い。この場合、第
２搬送手段に別の再勘専用の紙幣識別部（第２識別手段）を設け、第２搬送手段を入金紙
幣搬送路１３１の紙幣識別部１３２より下流側に合流させても良い。
【０１３４】
　このように構成すれば、紙幣縮退モード時に、紙幣再勘処理が実行されると、金種別の
スタッカ１３８～１４０のうち異金種紙幣が混入しているスタッカから紙幣を繰り出して
再勘用一時貯留部に貯留する紙幣貯留処理を行い、再勘用一時貯留部に貯留された紙幣を
繰り出し紙幣識別部１３２または再勘専用の紙幣識別部で識別して振分部１４２，１４４
で金種別に振り分け金種別のスタッカ１３８～１４０に収納する紙幣収納処理を行うこと
になるため、人手に因らずに紙幣再勘処理を行うことができる。
【０１３５】
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　なお、以上説明した本実施形態では、検出手段，縮退手段，縮退解除手段はＰＯＳレジ
１の制御部１０５に設けられている構成として説明したが、これに限らず、これら全てが
もしくはその一部が貨幣処理機１０の図示せぬ制御部に設けられている構成としても良い
。
【符号の説明】
【０１３６】
　１０　貨幣処理機
　１５　硬貨入金口（投入手段）
　１７　硬貨出金口（払出手段）
　１８　一時貯留部
　２０　硬貨収納庫（収納手段）
　４４　硬貨識別部（入金識別手段）
　５０　開閉選別部（第２の振分手段）
　５３～５８　選別孔（振分手段）
　５３Ａ～５７Ａ　硬貨検出センサ（検出手段）
　７０～７５　硬貨出金収納部（環流手段）
　１０５　制御部（検出手段，縮退手段，縮退解除手段）
　１０８　操作部（操作手段）
　１２１　紙幣入金口（投入手段）
　１２２　紙幣出金口（払出手段）
　１２４　一時貯留部
　１２５　紙幣収納庫（収納手段）
　１３２　紙幣識別部（入金識別手段）
　１３４　振分部（第２の振分手段）
　１３８～１４０　スタッカ（環流手段）
　１４２，１４４　振分部（振分手段）
　１５４　振分部（第２の振分手段）
　１９３～１９５　紙幣検出センサ（検出手段）
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